
町税
21億387万8千円
（16.2％）

自主財源
40億6,398万4千円
（31.4％）

依存財源
88億8,601万6千円
（68.6％）

地方交付税
48億5,000万円
（37.5%）

分担金及び負担金
1億8,059万5千円（1.4%）
分担金及び負担金
1億8,059万5千円（1.4%）

諸収入
1億3,349万9千円（1.0%）
諸収入
1億3,349万9千円（1.0%）

繰入金
13億3,553万6千円（10.3%）
繰入金
13億3,553万6千円（10.3%）

財産収入
1億80万4千円（0.8%）
財産収入
1億80万4千円（0.8%）

使用料及び手数料
7,957万円（0.6%）
使用料及び手数料
7,957万円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.6%）
繰越金  
8,000万円（0.6%）
寄附金  
5,010万2千円（0.4%）
寄附金  
5,010万2千円（0.4%）

地方譲与税
1億2,613万9千円（1.0%）
地方譲与税
1億2,613万9千円（1.0%）

地方消費税交付金
4億3,000万円（3.3%）
地方消費税交付金
4億3,000万円（3.3%）

株式等譲渡所得割交付金
570万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,200万円（0.1％）
地方特例交付金
1,190万円（0.1％）
利子割交付金
280万円（0.0％）
法人事業税交付金
2,210万円（0.2％）
環境性能割交付金
1,130万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
570万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,200万円（0.1％）
地方特例交付金
1,190万円（0.1％）
利子割交付金
280万円（0.0％）
法人事業税交付金
2,210万円（0.2％）
環境性能割交付金
1,130万円（0.1％）

国庫支出金
8億7,670万5千円
（6.8%）県支出金

9億2,797万2千円
（7.2%）

町債
16億790万円
（12.4%）

歳  入
129億5,000万円

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝
	

法
人
町
民
税
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町

税
が
１
億
１
，４
７
７
万
円
の
減

⃝
	

合
併
に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
の
終
了

に
よ
り
、
地
方
交
付
税
が
７
千
万

円
の
減

⃝
	

地
方
消
費
税
の
増
税
に
よ
り
、地
方
消

費
税
交
付
金
が
７
，６
０
０
万
円
の
増

⃝
	

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
改
修
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
施
設
更
改
工
事
の
完
了
、

新
庁
舎
の
整
備
に
必
要
と
な
る
借

入
額
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町
債
が

５
億
４
，１
９
０
万
円
の
減

一般会計・歳入予算の内訳一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
129億5,000万円
（性質別）

人件費
21億6,946万6千円
（16.8％）

扶助費
18億7,940万9千円
（14.5％）

公債費
11億6,418万8千円
　（9.0％）

義務的経費
52億1,306万3千円
（40.3％）

投資的経費
20億3,139万円
（15.7％）

その他の経費
57億554万7千円
（44.0％）

物件費
17億2,581万円
（13.3％）

補助費等
24億9,677万7千円
（19.3％）

普通建設事業費
20億3,139万円
（15.7％）

繰出金
11億9,333万円
（9.2％）

予備費  1,000万円（0.1％）予備費  1,000万円（0.1％）

貸付金  4,160万円（0.3％）貸付金  4,160万円（0.3％）

積立金
1億709万円（0.8％）
積立金
1億709万円（0.8％）

維持補修費
1億3,094万円（1.0％）
維持補修費
1億3,094万円（1.0％）

（％：構成比）

（％：構成比）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

令
和
2
年
度
当
初
予
算
は
、

『
町
民
の
世
代
を
つ
な
ぎ

　
　
　 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
予
算
』

会　　計　　名 令和2年度予算額
❶

令和元年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 129億5,000万円 133億3,000万円 ▲3億8,000万円 ▲ 2.9

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 23億4,176万9千円 23億2,602万円 1,574万9千円 0.7

介 護 保 険 事 業 23億7,345万7千円 23億4,253万1千円 3,092万6千円 1.3

後期高齢者医療事業 2億6,164万2千円 2億6,463万3千円 ▲299万1千円 ▲ 1.1

簡 易 水 道 事 業 5億1,413万円 4億2,081万9千円 9,331万1千円 22.2

公 共 下 水 道 事 業 5億5,906万円 8億5,820万3千円 ▲2億9,914万3千円 ▲ 34.9

集 落 排 水 事 業 2億8,830万9千円 2億7,821万9千円 1,009万円 3.6

温 泉 事 業 9,641万5千円 2,231万円 7,410万5千円 332.2

農林漁業体験実習館事業 2,892万7千円 2,949万円 ▲56万3千円 ▲ 1.9

土地区画整理事業 2,761万4千円 5,070万円 ▲2,308万6千円 ▲ 45.5

小　　　　　計 64億9,132万3千円 65億9,292万5千円 ▲1億160万2千円 ▲ 1.5

事
業
会
計

上 水 道 事 業 4億1,365万9千円 4億2,276万3千円 ▲910万4千円 ▲ 2.2

国民健康保険病院事業 4億1,619万円 4億3,385万3千円 ▲1,766万3千円 ▲ 4.1

小　　　　　計 8億2,984万9千円 8億5,661万6千円 ▲2,676万7千円 ▲ 3.1

合　　　　　計 202億7,117万2千円 207億7,954万1千円 ▲5億836万9千円 ▲ 2.4

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
4
月
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
人
件
費
が

２
億
３
，０
０
２
万
５
千
円
の
増

	

ま
た
、
新
制
度
の
創
設
に
よ
り
臨
時

職
員
・
嘱
託
職
員
の
賃
金
が
人
件
費

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
物
件
費

が
１
億
１
，１
１
８
万
８
千
円
の
減

⃝

児
童
手
当
の
支
給
対
象
者
数
が
減
と

な
っ
た
こ
と
や
、
広
域
保
育
委
託
料

が
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

扶
助
費
が
３
，１
３
７
万
５
千
円
の
減

⃝

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
費
補
助
金

の
減
や
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
改
修

工
事
の
完
了
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事
完
了
に
伴
う
工
事
費
の
減

な
ど
に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
が

５
億
６
，２
３
３
万
１
千
円
の
減

　
令
和
2
年
度
は
、
第
二
次
越
前
町
総
合
振

興
計
画
の
中
間
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
計
画
の
目
標
達

成
に
向
け
、
着
実
に
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
発
展
の
礎い
し
ず
え

と
な
る
新
庁
舎
の

完
成
を
迎
え
る
な
ど
、
合
併
の
総
仕
上
げ
と

な
る
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
2
年
度
当
初
予
算
を
、

町
民
の
世
代
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
予
算

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
「
ふ
る

さ
と
越
前
町
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
溢
れ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
確
立
し
、

各
種
施
策
を
力
強
く
、
か
つ
堅
実
に
推
し
進

め
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模

　

令
和
2
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ

２
０
２
億
７
，１
１
７
万
２
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
５
億
８
３
６
万
９
千
円
の
減
（
２・
４

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
１
２
９
億
５
，０
０
０

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
３
億
８
，０
０
０
万

円
の
減
（
２・
９
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
今
年
度
は
5
つ
の
重
点
施
策
に

基
づ
き
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
行
政
拠
点
施
設
で
あ
る
新
庁
舎
の
整
備

②
豊
か
な
観
光
資
源
と
お
も
て
な
し
の
心
で

地
域
を
潤
す
観
光
立
町
の
実
現

③
地
域
産
業
の
振
興
と
担
い
手
の
確
保
・
育

成
と
雇
用
の
創
出

④
次
代
を
担
う
人
材
を
育
む
包
括
的
な
支
援

の
充
実

⑤
安
全
安
心
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
に
よ

る
移
住
定
住
の
促
進

　
主
な
事
業
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
あ

り
ま
す
。
役
場
新
庁
舎
の
整
備
、
農
業
・
産

業
の
活
性
化
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
越

前
町
の
歴
史
と
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
未

来
を
築
く
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特  集
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2
月
2
日
、
県
立
武
道
館
で
第
14
回
福
井
県

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
6

年
生
男
子
の
部
で
矢
田
部
晄
さ
ん
（
織
田
小
6

年
）、5
年
生
女
子
の
部
で
赤
星
心
晴
さ
ん
（
朝

日
小
5
年
）
が
優
勝
に
輝
き
、
4
年
生
男
子
の

部
で
山
本
優
心
さ
ん
（
城
崎
小
4
年
）
が
準
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
年
生
女
子
の
部
で
内
藤
萌
日
さ
ん

（
朝
日
小
5
年
）、
4
年
生
男
子
の
部
で
山
口
海

司
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）
が
ベ
ス
ト
8
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
5
年
生
以
下
の
4
人
が
令
和
2

年
度
の
県
少
年
剣
道
強
化
指
定
選
手
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
1
年
間
、
毎
月
1
回
県
立
武
道
館
で
強

化
錬
成
会
に
参
加
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
年
は
大
会
当
時
の
も
の
で
す
。

第
14
回
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
剣
道
大
会

▲左から内藤 萌日さん、赤星 心晴さん、
　矢田部 晄さん、山本 優心さん、山口 海司さん、

　
3
月
15
日
、
朝
日
地
区
の
河
川
周
辺
で
、
第

46
回
天
王
川
美
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
天
王
川
流
域
で
は
、
近

隣
集
落
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
始
め
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
、
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
空
き
缶
や
空
き
び
ん
な
ど
、
大
量
の
ゴ
ミ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
美
し
い
景
観
、
住
み
よ
い
環
境
を
作
る
た
め

に
、
ゴ
ミ
の
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

天
王
川
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲グランプリ作品「舞い上がれ！陶芸の空へ」

　

第
13
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
が
、
応
募
者
数
76
人
、
応
募
総
数

２
２
７
点
の
中
か
ら
25
点
が
選
定
さ
れ
、
鯖

江
市
の
金
谷
広
行
さ
ん
の
「
舞
い
上
が
れ
！
陶

芸
の
空
へ
」が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ　

　
　
金
谷　
広
行
（
鯖
江
市
）

優
秀
賞　

　
四
季
の
絶
景
部
門

　
　
近
藤　
正
利
（
越
前
市
）

　
越
前
大
自
慢
部
門

　
　
田
辺　
英
一
（
東
京
都
）

準
優
秀
賞

　
四
季
の
絶
景
部
門　

　
　
大
谷　
繁
一
（
坂
井
市
）

　
越
前
大
自
慢
部
門　

　
　
三
田
村
久
美
子
（
鯖
江
市
）

特
別
賞
・
団
体
賞

　
越
前
町
長
賞

　
　
藤
村　
留
美
（
敦
賀
市
）

　
越
前
町
観
光
連
盟
賞

　
　
髙
橋　
豊
子
（
鯖
江
市
）

　
福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
賞

　
　
安
木　
武
夫
（
福
井
市
）

　
福
井
新
聞
社
賞

　
　
桒
原　
達
夫
（
滋
賀
県
）

入　
選

　
　
辻　
　
幸
子
（
鯖
江
市
）

　
　
髙
田
津
木
男
（
鯖
江
市
）

　
　
髙
橋　
正
治
（
越
前
町
）

　
　
相
模
健
太
郎
（
福
井
市
）

第
13
回
越
前
大
自
慢
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
塚
田　
玲
子
（
鯖
江
市
）

　
　
藤
澤　
　
進
（
福
井
市
）

　
　
宮
本　
慶
治
（
敦
賀
市
）

　
　
伊
部　
寛
二
（
鯖
江
市
）

　
　
室
田　
　
昇
（
鯖
江
市
）

　
　
堀
川
あ
け
み
（
福
井
市
）

　
　
増
田　
松
則
（
福
井
市
）

　
　
須
山　
達
也
（
滋
賀
県
）

　
　
前
田
由
加
里
（
福
井
市
）

　
　
小
棹　
惠
治
（
鯖
江
市
）

　
　
鷲
田　
則
子
（
越
前
町
）

　
　
嵐　
　
清
市
（
越
前
町
）

※
受
賞
作
品
は
え
ち
ぜ
ん
観
光

　
ナ
ビ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

●
防
災
行
政
無
線
の
更
新

　
災
害
時
の
緊
急
情
報
の
周
知
を
強
化
・
徹
底

す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
越
前
地
区
の

防
災
行
政
無
線
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

	

［
３
億
５
，９
２
１
万
６
千
円
］

●
通
学
支
援
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進

　

高
校
へ
の
通
学
に
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

を
利
用
す
る
学
生
に
対
し
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
定
期
券
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。	

［
４
，１
３
０
万
円
］

●
高
齢
者
の
安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト

　

高
齢
者
が
車
の
ペ
ダ
ル
を
踏
み
間
違
え
る

事
故
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
安
全
装
置
』
の
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
図
り
ま
す
。	

［
１
，０
０
０
万
円
］

●
た
め
池
の
安
全
な
管
理

　

防
災
重
点
た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
の
迅

速
な
避
難
と
、
被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

	

［
１
，４
９
０
万
円
］

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

	

［
４
，６
８
３
万
９
千
円
］

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

●
若
者
の
地
元
就
職
の
促
進

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
1
次
産
業
の
担

い
手
不
足
や
町
内
企
業
へ
の
就
職
者
の
減
少

を
打
破
す
る
た
め
、
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

の
実
施
や
県
外
就
業
者
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を

と
お
し
、
若
者
の
地
元
就
職
と
移
住
・
定
住
を

促
進
し
ま
す
。	

［
２
６
２
万
５
千
円
］

●
農
業
の
振
興

　

中
山
間
地
域
で
直
面
し
て
い
る
農
業
者
の

高
齢
化
・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
な
ど
の
問
題
に

対
処
す
る
た
め
、『
越
前
町
地
域
農
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
、
地
域
の
農
業
生

産
維
持
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

	

［
３
６
０
万
５
千
円
］

●
越
前
焼
の
継
承
お
よ
び
振
興

　
「
職
人
塾
（
実
技
研
修
）」
を
開
設
し
、
越

前
焼
の
技
術
継
承
や
作
陶
を
志
す
塾
生
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
県
内
開

業
に
向
け
、
越
前
焼
の
利
用
・
販
路
の
拡
大
に

取
り
組
み
、越
前
焼
産
地
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

	

［
１
，５
２
７
万
円
］

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

●
介
護
予
防
と
健
康
的
な
生
活

　

訪
問
・
通
所
・
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
と
お
し
て
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
つ
る
か
め
教
室
（
介

護
予
防
教
室
）
な
ど
を
と
お
し
て
、
地
域
の

中
で
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

	

［
７
，９
９
２
万
６
千
円
］

●
地
域
医
療
の
推
進

　

織
田
病
院
に
お
い
て
、
経
年
劣
化
し
て
い

る
医
療
機
器
の
更
新
と
調
理
室
の
空
調
設
備

の
入
替
え
を
行
い
ま
す
。	［
３
，８
７
６
万
円
］

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
人
々
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
に
合
わ
せ
、
町
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
カ
ナ
ダ

代
表
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
人
々
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

り
ま
す
。	

［
８
３
６
万
２
千
円
］

●
学
校
教
育
環
境
の
充
実

　
町
内
の
小
・
中
学
校
の
中
で
も
特
に
老
朽
化

が
進
み
、
危
険
を
伴
う
お
そ
れ
の
あ
る
学
校

施
設
（
体
育
館
屋
根
・
運
動
場
・
屋
外
遊
具
な

ど
）の
改
修
や
撤
去
を
行
い
、児
童
・
生
徒
が

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
の
歴
史
と
魅
力
の
発
信

　
平
成
22
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
た

『
番
城
谷
山
古
墳
群
（
天
王
区
）』
か
ら
出
土
し

た
埴
輪
な
ど
の
企
画
展
覧
会
を
行
い
、
町
の
新

た
な
歴
史
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

	

［
３
０
６
万
５
千
円
］

持
続
可
能
な
健
全
行
財
政
の

ま
ち
づ
く
り

●
行
政
拠
点
施
設
の
整
備

　

平
成
30
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
行
っ
て
き

た
新
庁
舎
は
、
本
年
度
で
完
成
と
な
り
ま
す
。

新
庁
舎
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
開
始
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
利
用
し

や
す
い
越
前
町
役
場
を
目
指
し
ま
す
。

	

［
６
億
９
，１
９
３
万
５
千
円
］

問
合
せ
先

　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

主
な
事
業

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e


